
平成 30 年 8 月

関係者各位

管理部：新井 宏明

災害シミュレーションゲーム報告書

下記の内容で災害シミュレーションゲームを行いましたので報告いたします。

日時：平成 30年 8 月 30 日(木)13 時 30 分～15 時

場所：本社 3 階会議室

参加：ISO 事務局(濱田課長、西濱課代、鮫島係長、辻係代、中田係代、川﨑係代、松井係代、

星野係代、山本係代、新井）

役割：オブザーバー・・・濱田課長

写 真 係・・・西濱課代

報 告 書 係 ・・・新井

司 会 進 行 ・・・星野係代

ゲーム参加 ・・・鮫島係長、辻係代、中田係代、川﨑係代、松井係代、山本係代

内容：各プレイヤーに数枚のカードを渡し、各プレイヤーはカードに書かれている内容を

口頭で情報交換して町の地図を完成させ、災害への対応を行います。

カードに書かれている内容は、各家の場所のヒント(井上家は公園の近く等)・誰の

家が火事などの災害状況・誰の家に消火器等のアイテムがあるか等。

災害への対応は指示書の各空白を埋めることで行います。

指示書作成の例）

の が なので を使用して消火してください

↓(情報を基に穴埋めすると)

B6(家の位置)の井上家が火事なので山本家の消火器を使用して消火してください

指示書の空白を埋めることができたらオブザーバーに提出して答え合わせします。

45分以内に 4枚の指示書を完成させることができれば終了です。



町の地図

指示書は 4枚あり、解決すべき

災害対応が 4つあります

カードに書かれている内容を

口頭で情報交換します。



感想：カードを見せずに口頭での情報を共有することの難しさを感じました。

実際の災害時も口頭でのやり取りになると思いますので話を聞いてまとめる練習になる

と思います。事務局は 33分程度で終了しましたが、家の特定も難しく火事をなかなか

消すことができずに１人死亡してしまいました(時間になっても消火できていないと司

会進行からアナウンスされます）。

営業所で行う時は事務局から司会進行とサポートで 2 名が立ち会い、スムーズに進める

ことができればと思います。

ゲーム自体は盛り上がりました。

以上

地図上の空白部分が誰の家なのか

情報交換して特定し記入していき

ます


